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災害関連の取り組み状況  

特定非営利活動法人 

2013 年 1月末時点 

 

【ご参考】  

当センターの事業の柱  

 

 

 

１、東日本大震災の被災地支援のための取り組み 

 

①情報活動 

各種媒体の関連情報のキャッチ＆リリース（Twitter、FBページを活用） 

 

②被災地にかかわるＮＰＯの資金的支援につながる募金プログラム 

（ＮＰＯ支援金）の広報ＰＲ支援 

「被災地をささえるＮＰＯを、わたしたちで、ささえませんか。 

 ” もうひとつの、私たちにできること” 」なるうたい文句で、 

４つのＮＰＯ支援を目的とした募金・助成プログラムの 

情報を、チラシやメルマガ等でＰＲ。 
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③寄付の仲介 

上記広報ＰＲ活動を通じ、お預かりしている寄付金を、４つのプログラムに按分送金。 

 

④「赤い羽根 災害ボランティア・ＮＰＯ活動サポート募金」の支援 

運営委員 兼 下審査委員として参画する他、2012年 7月に大阪で開催された「ボ

ラサポサロン」でコーディネーターを担当。 

 

⑤被災３県のＮＰＯのキャパシティビルディング支援 

2012年度よりスタートした「ＮＰＯ育成・強化プロジェクト」（特定非営利活動法人

ワールド・ビジョン・ジャパン、特定非営利活動法人日本ＮＰＯセンター、全国のＮ

ＰＯ支援センター間の合同プロジェクト）において、実行委員 兼 集合研修講師 兼 

宮城県内のＮＰＯ３団体のメンターとして参画。 

 

⑥宮城県主催 震災関連写真展および報告会の共催 

2012年 3月 18日～23日、ソラリアプラザ（中央区天神）１Ｆのイベントスペース

において、宮城県や現地のＮＰＯ支援センター・ＮＰＯ等が協働で巡回実施した「宮

城県の被災地は今、復興への道はまだまだ、これから」と題した写真展 および 復

興支援活動をする被災地域ＮＰＯの報告会を共催した。 

（主催：宮城県 

企画・実施：特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

共催：特定非営利活動法人ふくおかＮＰＯセンター 

協力：特定非営利活動法人 20世紀アーカイブ仙台 、ＬＯＶＥ ＦＭ） 
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２、九州北部豪雨災害の被災地支援のための取り組み 

 

①物資の仲介 

提供元 日 付 物 資 提供先 

グリーンコープ生協 7/15 

以降 

随時 

1.8L 紙パックキャップ付飲料水 

多 数 

500ML ペットボトルお茶 

240 本 

ブルーシート 

10 枚 

スコップ 

多数 

竹田市災害ＶＣ 

 

うきは市災害ＶＣ 

 

近隣災害ボランティアセン

ター支援事務局 

（大牟田市社協） 

ＴＯＴＯ株式会社 7/15 500ML ペットボトル飲料水 竹田市災害ＶＣ 

新宮市社会福祉協議会 

（和歌山県） 

※わかやまＮＰＯセンターの

ご紹介により仲介 

7/19 500ML ペットボトル飲料水 

24 本×110 ケース 

軍 手 

500 組 

柳川市災害 VC 

 

朝倉市災害 VC 

 

九州旅客鉄道株式会社 7/24 500ML ペットボトル飲料水 

24 本×30 ケース 

500ML ペットボトルお茶 

24 本×12 ケース 

阿蘇市災害 VC 

 

竹田市災害 VC 

※左記を按分する形で 

新日鐵住金八幡製作所 7/24 １L ペットボトル飲料水 

240 本 

軍 手 

700 ケ 

近隣災害ボランティアセン

ター支援事務局 

（大牟田市社協 内） 

九州労働金庫 7/27 500ML ペットボトル飲料水 

700 本 

八女市役所 

阿蘇市災害 VC 

竹田市災害 VC 

※左記を按分する形で 

 

②寄付の仲介 

寄付者【順不同】 

㈱日本ＩＢＭ九州地区メンバー有志 

特定非営利活動法人たかとりコミュニティセンター 
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manu coffee（カフェ） 

ぱ～研（パートナ―シップ研究会／行政職員有志の勉強会ネットワーク） 

助成財団研究会      その他、個人複数名     ・・・ 計 229,400円 

寄付仲介先【順不同】 

竹田市災害ボランティアセンター 、 久留米市災害ボランティアセンター 

うきは市災害ボランティアセンター 、 みやま市災害ボランティアセンター 

山村塾（ＮＰＯ） 

 

③その他 

■2012/9/13 福岡市内にて、災害ボランティア活動支援 

プロジェクト会議「うるうるパック」寄贈に係る 

企業向けボランティア募集＆立会い 

■2012/9/27 八女市黒木町 笠原地区にて 

（コーディネート：山村塾） 


